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１．委員会活動方針１．委員会活動方針１．委員会活動方針１．委員会活動方針 

鎌倉青年会議所は「明るい豊かな社会の実現」にむけて日々まちづくり運動に邁進し、誕生から４９

年が経ちました。来年には５０周年という節目を迎える大事な時期に、数多くの活動を行ってきた経

験ある会員が卒業するため会員減少となり、入会間もない会員が多くなるという問題に直面していま

す。これからも当会議所の運動を継続して未来へ繋げて行く為にも会員の拡大、育成は不可欠だと考

えます。 

本年、拡大研修委員会では、「会員の拡大」と同時に会員の「人間力の向上」を目的とした研修を行

い、より強固な組織基盤を形成していきます。会員拡大を実現させる為には情報を共有し、当委員会が

率先して会員拡大活動を行い、新入会員へはオリエンテーションを通じて育成を図り、活動への意識を

高めて参ります。研修事業では当会員の「人間力の向上」を目的とする為の事業を開催し、３ＬＯＭ合

同例会では鎌倉が主管という立場で近隣ＬＯＭの仲間たちと協力して事業を行います。また当会議所が

５０周年を迎えるにあたり諸先輩方が鎌倉という地で素晴らしい活動を行ってきた歴史を学び、これか

らのまちづくり運動への方向性を考える場を提供します。 

その結果、当会議所全体の活性化に繋がる事になり、青年会議所ならではの魅力ある活動を行い、

地域に必要とされる団体となる事で、今後の更なる拡大情報の提供や新入会員増員へと繋がると考え

ます。これからも青年会議所の存在価値を自覚し目的と理念をしっかり持ち、１年間精神一到の想い

で活動する事で来年の５０周年を迎え、更には次年度以降の当会議所運動の継続的な発展に繋がる事

を確信します。 

 

２．委員会２．委員会２．委員会２．委員会事業事業事業事業計画計画計画計画    

（Ⅰ）会員拡大、オリエンテーションの実施 

 （ａ）内   容：会員拡大、青年会議所の基本概要の説明、新入会員の育成 

 （ｂ）時   期：２０１３年 １月～１２月 

（ｃ）対   象：入会有資格者及び新入会員  

（ｄ）結果の公表：ホームページ並び総会資料に掲載 

 

 

 

 

 



（Ⅱ）会員の人間力を高め向上させる事業の開催 

 （ａ）内   容：研修の開催 

 （ｂ）時   期：２０１３年 ４月、１０月 

（ｃ）対   象：会員を対象に４０名程度及び入会希望者 

（ｄ）結果の公表：ホームページ並び総会資料に掲載 

 

（Ⅲ）近隣ＬＯＭと共に会員の資質の向上を目的とした事業の開催 

 （ａ）内   容：３ＬＯＭ合同例会の開催（主管：鎌倉青年会議所） 

 （ｂ）時   期：２０１３年 ６月 

（ｃ）対   象：社団法人 逗子葉山青年会議所、社団法人 藤沢青年会議所、公益社団法人 鎌倉

青年会議所会員を対象に４０名程度及び入会希望者  

（ｄ）結果の公表：ホームページ並び総会資料に掲載 

 

（Ⅳ）過去の事業を学び、５０周年に向け今後の方向性を考える事業の開催 

 （ａ）内   容：勉強会の開催 

 （ｂ）時   期：２０１３年 ８月 

（ｃ）対   象：会員を対象に４０名程度及び入会希望者 

（ｄ）結果の公表：ホームページ並び総会資料に掲載 

 

３．共通実施事項３．共通実施事項３．共通実施事項３．共通実施事項    

（ａ）会員拡大の実施 

 （ｂ）渉外事業への参画、参加    


